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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞

・北野　はるゑ様の今後の方針について、件名について、主治医より保健師を入れて地域復帰支援検討会開催の指示がありました。

現在、保健師の方で主治医の都合を合わせ、ケアマネ、御家族の予定を確認している所です。予定としては５月の２週目か３週目の木曜日か金曜日になるかとの事でした。

担当スタッフは、資料の作成等、準備をお願いします。

・症例検討会予定変更～５／３ 　　田名部　清一様

５／１０　　向井　敦子様の予定で組みなおしました。
カンファレンスシートの作成をお願い致します。

・平成24年度　雇用保険料率変更のお知らせが庶務から来ています。

平成24年4月1日より雇用保険料率の変更がありましたのでお知らせ致します。

1.雇用保険料率の変更

被保険者負担率　；　（現行）1000分の6　　⇒　　（変更後）1000分の5

変更後の雇用保険料につきましては、給与明細をご覧下さい。

ご質問や、ご不明な点などございましたら総務チームまでお問い合わせ下さい。

・給料規定改正～Ｈ２４、４、１より、給与規定における通勤手当の改定がありました。
改定後の給与規定につきましては、ファイル共有⇒法人内規定⇒給与規定にて閲覧できますので、各自ご確認ください。
＜患者様連絡事項＞

・十文字　信陽様～本日ＡＡ参加の為、主治医より１８：３０～２０：３０まで外出許可もらっています。本日、奥様面会時にタクシー代２，０００円を頂いてください。(本人様が歩いて行けないとの事)

・宮本　建蔵様～再びチェストキーを紛失しており、朱夏へ連絡しています。スペアキー

を朱夏が持っている為、本人のチェストの鍵はかかっていません。

受け持ちスタッフは、本人と鍵の管理について検討して下さい。

・出河　攻様～本日１４：００より１７：００まで、スタッフ付き添いで買い物に行かれる予定です。

・佐藤　義圀様～医療費支払いの為、５／１三浦ＳＷとスタッフ１名付き添いで自宅近所の銀行へ外出予定となっています。詳細が決まり次第、本人の方には伝えていきます。

・中村　るみ子様～ОＴスタッフより、今回の入院目的が、イライラしても薬に頼らず過ごせるようになる事であることを説明・確認している。その為、作業療法でも少しずつイライラしても我慢する練習をして行きたい事を伝えると本人も頷いている。作業では、週２回女性だけの手芸クラブに参加し、色々な人と作業をしながらリハビリを行っていく事を説明すると、「わかりました」と受け入れられている。５月より開始予定としている。

・松井　則子様～本日、１４：００療養環境変更の為、西Ｂユニット２５号室に転入しています。

＜安ヶ平先生診察＞

・八森　正　様～外痔核が改善傾向となっています。引き続き、臀部の保清に努めていきましょう。

・出河　攻様～セフジトレン【抗菌剤】が処方になっています。

・蝦夷森　重男様～体重が増加傾向の為、担当スタッフは、体重管理の仕方について本人

と検討して下さい。

・中川原　義雄様～手指の震戦ある為、来週水曜日より減薬していくそうです。

・石切　久様～診察時、うわさ声が聞こえるが、日常生活上支障はないと話されています。主治医より体重を１～２ｋｇ増やせればいいとの事です。

・佐藤　義圀様～歩行時のふらつきもなく、日課もきちんと出来ている事から、本日の午

後よりОＴの長期欠席解除となっています。

・神田　直樹様～何ヶ月も前から悪い夢ばかり見て、夜眠れないと訴えています。最近、日中帯も臥床傾向で、なかなか起きれずにいますが、特に服薬の変更等はありません。

＜注目患者様ケース検討＞

・中川原　義雄様～診察時、本人より「気分が上がっている」と話されています。手の震戦やイライラ感も続いているので、日課取り組み状況確認していきながら、気分変動の有無や他者交流について観察していきましょう。
・内城　友貴様～ОＴ・活動・ＳＳＴは徐々にソワソワしてくる為、１５分以上座ってい

られず中止となっている。活動時間を長く保てるようなら参加していた

だきましょう。それまでは、活動等を促しながら、介入していきましょ

う。本人は、自分のことを精神患者と認めたくないとの事ですが、疾病

教室には参加するとの事です。洗濯については、本日、母様面会に来る

予定ですので、どうして行くか確認してください。
<転入患者様情報>

氏　名：松井　則子様　（６７歳）

主病名：躁病

入　院：平成２４年４月２日

主治医：田名部Ｄｒ

経　過：Ｈ２２年３月、夫の疾病や仕事上のトラブル等により気分の高楊が目立つよう

になり妄想発言、多弁等の症状が出現し、同年４月湊病院初診し、うつ病・統

合失調症と診断され入院となる。同年５月退院し通院を中断。Ｈ２４年３月中旬

気分の高楊目立ち、被害妄想等の症状が再燃。同年３月２３日より幻聴が出現し

不眠となる。３月２６日当院初診し、症状軽減されず、４月２日入院となる。

　　　　入院時は、自室に篭りがちで寝ている事多く、対面時は同室者への不安の訴えや

多弁傾向見られていたが、本人の話を傾聴する事や、服薬調整にて改善されてき

ている。日中は活動性が見られる様になってきており、内服はスムーズに行われ

ている。入院に対する不安感の訴えや興奮・気分の高揚・被害妄想等なく経過し

ている。

　　　・買い物カードなし

　　　・洗濯は本人が行う

　　　・部分義歯あり

　　　・OT、活動、SSTは未導入

　　　・チェスト鍵使用

